




Documents related to HARA Ko (1)
-Order from Nan'yo-cho to HARA Ko and Report from





ルノ已ナラス邦家ノ為メ積極的ノ奮起ヲ促進スルモノテアル之ヲ實現セシムルニハ米國ノ其レノ如クニ罐詰商等ノ投資ヲ求ムルカ或ハ團体的ニ結合一括シテ北海ニシン業ノ如クニ改ムルカ須ラク考慮ヲ要スル緊急ノ重大事ト考ヘルノデアル漁業モ魚族ノ異ナ 從ヒ習性ヲ別ニスル以上漁業ニ種別ヲ生シ從テ資金モ経常費モ 同ナガラ尚ホ雑多デアラネバナラヌ茲ニ南洋ニ合辯業 開始ニ至 ザル以上ハ公海漁業ノ已行ハルヽ次第ナルガ世ノ趨勢上差シ當ツテ主ナルモノハ鰹鮪漁事ト考ヘラル故ニ其内ノ移住漁業ニ對スル収支ヲ記シ其他ハ豫測推断ヲ望ムコトニシタイ　
鰹鮪業収支豫算
一



























































































































































































七百八十尾ノ平均漁獲アリシヲ根幹トシ現在実行中 タワオ或 ナド等ヲ参照シ殊ニ魚群 状態餌料ノ問題等ヲ實験 テ計上シタルモノナルガ日本 於テモ優良ノ船ハ年額 数萬 ニ上 シモ モア 敢テ過
大ナルニアラザルナリ











































































































































































験上ノ信念ヲ有シ誤リナシト結論スルモノデア 之レニ反シ吾國人ノ信セサルヽ程度ハ南洋ノ魚族量ノ澤山 ルハ認メルカ集シテ採獲シ得ルヤ否ヤノ考ヲ有セラルヽ人々ガ多イ無理カラヌ事テハアルガ是非進テ考究ヲ煩ハシタイモノデアル現在無力貧弱ナ 漁民ヲ相手ニセラルヽ燃料商モ之ヲ顧客トスル発動機屋モ或ハ船具家モ鉄屋モ無線電信ノ人々モ合力シテ此 有望ノ起業ヲ決行セラルヽ事ハ漁業ハ勿論関聯
ママ



























進ノ目的カ達セラルヽ海事思想ノ普及カラモ航海術ノ練習カラモ且ツハ水産業ノ凡テガ發達スル事ニナリ福利ノ上カラモ國勢上ヨリモ國威ノ宣揚カラモ至ツテ必要デアル蘭印ニテハ十噸ヤ二十噸ノ外船ノ入港ヲ豫期モシナ ロウシ從テ漁船船舶法ガ存シナイ吾々ヨリスレバ小型船舶程取扱寛大ニシテ便宜ナモノハナイトサヘ考ヘ ルヽ程ニアル極言スレハ来サスル蘭印ヨリモ出シテヤ 郷國ノ法規 ノ困難ナルニトハ矛盾ノ感ナキ能ハヌモノガアル漁業ヤ漁船ニハ有害無効ノ規定ガ尠カラヌアル事ヲ氣附クノデアル和蘭政府ニ於ケル漁業ニ関 規定ハ頗 簡單ニシテ左記 事項ヲ除キ漁撈ハ全然自由ナリトス一
.   防御地帯及一定港區内ニテハ漁撈ヲ禁止ス
二







.   毒薬麻薬ヲ流シ若シクハ爆發薬ヲ以テ漁撈スル事ヲ禁ズ
四
























上ノ漁船ハ實ニ僅少ノモ デアル斯クノ如ク漁 ガ船舶法ノ適用ニヨツテ扱ハルヽモノトセバ多数 漁業者ト漁民ハ苦シキ立場 アルモノト考ヘラルヽ水産界ノ為メニ 一大不幸ト曰ハネバナラヌ何レノ時代ニ於テモ細民ガ多数ニアル以上引テ船舶モ小型船 所有者ガ多イノデアル此
多数ナル小型ノ游泳活躍カ自由ナル事ガ多数福利ト考ヘラルヽ
ノデアルガ漁船立法 主旨ノ存スル所 明カニシ速カ 改廢ニ及ビタイ
モノデアル






































































































































































































































































































































































































































































































































































































.   ﹁パラオ﹂﹁ゲールフインク﹂湾沿岸各地及諸島間
二













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ederlandsche Indische Effectenet Prolongatie Bank
6. C

































渉リ日ノアル間ハ茶水モ採ルコトガ出来ナイノテアル豫言者プレタマノ注言ニ由リ不浄物ヲ清除ス 豚ノ能アルヲモハムガ崇拝セシニ基因シ豚肉ヲ忌ミ引テ他ノ獣肉食 比較シテ少量 アル一般ニ栄養佳良ナラ
ザルニ加エテ醫治衛生ニ至テハ評ノ限リデナイ




























































































































海産物ハ前述 通リデアルガ礦産物ハ尚ホ調査開拓 至ラザ 九分九厘ノ處女地ヲ有シテイアルコール飲料ハ宗教上採ルモノ 少ナイガ魚肉ハ土人ノ嗜好 デアル数年前迠白色ノ衣類ニ限ラレタル土人モ今 色服ヲ用ユルモノアルニ至リ貝釦ノ需要ハ減シル様ニ代ハリツツアル夏帽ハ減シテ吾冬帽ガ流行シテイル進歩ト共ニ間モナク需求
ママ
ノ甚シキモノハ就中履物デアラ
子ママ
バナラヌ彼等ハ九分九厘迠日常裸足デアル一週一回位ノ禮拝時ニ用
